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(57)【要約】
　チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を伝えることを
容易にするためのパワー情報のシグナリングのための技
術が記述される。ノードＢは、チャネライゼーションコ
ード毎のパワー、ＰＯＶＳＦを決定するためにＵＥによ
って使用され得るパワー情報を送信できる。一つの設計
では、パワー情報は、データチャネルのパワー、ＰＨＳ

ＰＤＳＣＨとパイロットチャネルのパワーとの間のパワ
ーオフセットを含む。ノードＢは、データチャネルに利
用可能なパワー、利用可能なチャネライゼーションコー
ドの数、及び指定された数のチャネライゼーションコー
ドに基づいて、ＰＨＳＰＤＳＣＨを決定できる。ＵＥは
、ノードＢからのパワー情報及び指定された数のチャネ
ライゼーションコードに基づいてＰＯＶＳＦを決定でき
る。ＵＥは、ＰＯＶＳＦに基づいて少なくとも一つの伝
送ブロックの少なくとも一つのＳＩＮＲを推定し、ＳＩ
ＮＲに基づいて伝送ブロックのためのＣＱＩ情報を決定
し、ノードＢにＣＱＩ情報を送信できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チャネライゼーションコード毎に等しいパワーを備える、指定された数のチャネライゼ
ーションコードのパワーの合計を示すパワー情報を決定し、ユーザ機器（ＵＥ）へ前記パ
ワー情報を送信するように構成される少なくとも一つのプロセッサと、
　前記少なくとも一つのプロセッサに接続されたメモリとを具備する無線通信のための装
置。
【請求項２】
　前記パワー情報は、データチャネルのための前記指定された数のチャネライゼーション
コードのパワーの合計と、パイロットチャネルのパワーとの間のパワーオフセットを含む
請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記指定された数のチャネライゼーションコードは、利用可能なチャネライゼーション
コードの数より多く、前記指定された数のチャネライゼーションコードのパワーの合計は
、データチャネルのための利用可能なパワーより大きい請求項１記載の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、データチャネルに利用可能なパワーを決定し、前
記データチャネルに利用可能なチャネライゼーションコードの数を決定し、前記利用可能
なパワー、前記利用可能なチャネライゼーションコードの数、及び前記指定された数のチ
ャネライゼーションコードに基づいて、前記パワー情報を決定するように構成される請求
項１記載の装置。
【請求項５】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記利用可能なパワーと前記利用可能なチャネラ
イゼーションコードの数とに基づいて、前記チャネライゼーションコード毎のパワーを決
定し、前記指定された数のチャネライゼーションコード、前記利用可能なチャネライゼー
ションコードの数、及び前記チャネライゼーションコード毎のパワーに基づいて、前記指
定された数のチャネライゼーションコードのパワーの合計を算出し、前記指定された数の
チャネライゼーションコードのパワーの合計に基づいて前記パワー情報を決定するように
構成される請求項４記載の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記指定された数のチャネライゼーションコード
のパワーの合計とパイロットチャネルのパワーとに基づいて、パワーオフセットを決定す
るように構成され、前記パワー情報は前記パワーオフセットを含む請求項５記載の装置。
【請求項７】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記ＵＥから少なくとも一つの伝送ブロックのた
めの少なくとも一つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）インデックスを受信し、前記
少なくとも一つのＣＱＩインデックスは、前記チャネライゼーションコード毎のパワーに
基づいて前記ＵＥによって決定され、前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスに基づい
て、前記ＵＥに前記少なくとも一つの伝送ブロックを送信するように構成される請求項１
記載の装置。
【請求項８】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記ＵＥに、前記チャネライゼーションコード毎
のパワー以上で、前記指定された数のチャネライゼーションコードを備える前記少なくと
も一つの伝送ブロックを送信するように構成される請求項７記載の装置。
【請求項９】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記指定された数のチャネライゼーションコード
及び利用可能なチャネライゼーションコードの数に基づいて、前記少なくとも一つの伝送
ブロックのサイズを調整し、前記ＵＥに、前記チャネライゼーションコード毎のパワー以
上で、前記利用可能なチャネライゼーションコードの数を備える前記少なくとも一つの伝
送ブロックを送信するように構成される請求項７記載の装置。
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【請求項１０】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記指定された数のチャネライゼーションコード
及び前記利用可能なチャネライゼーションコードの数に基づいて、前記チャネライゼーシ
ョンコード毎のパワーを調整し、前記ＵＥに、前記チャネライゼーションコード毎の調整
されたパワーで、前記利用可能なチャネライゼーションコードの数を備える前記少なくと
も一つの伝送ブロックを送信するように構成される請求項７記載の装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、チャネライゼーションコードの共通のセットを備
える複数の伝送ブロックの各々を送信するように構成される請求項１記載の装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、チャネライゼーションコードのセットを備える第
１の伝送ブロックを送信し、前記第１の伝送ブロックに用いられる前記チャネライゼーシ
ョンコードのセットのサブセットを備える第２の伝送ブロックを送信するように構成され
る請求項１記載の装置。
【請求項１３】
　前記指定された数のチャネライゼーションコードは、データ伝送に利用可能なチャネラ
イゼーションコードの最大数である請求項１の装置。
【請求項１４】
　前記指定された数のチャネライゼーションコードは、データ伝送に利用可能な、前記Ｕ
Ｅによって演繹的にわかる、定数のチャネライゼーションコードである請求項１記載の装
置。
【請求項１５】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記ＵＥに、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセ
ージ中の情報エレメント中の前記パワー情報を送信するように構成される請求項１記載の
装置。
【請求項１６】
　チャネライゼーションコード毎に等しいパワーで、指定された数のチャネライゼーショ
ンコードのパワーの合計を示すパワー情報決定することと、
　ユーザ機器（ＵＥ）に前記パワー情報を送ることとを具備する無線通信のための方法。
【請求項１７】
　前記パワー情報を決定することは、データチャネルのための前記指定された数のチャネ
ライゼーションコードのパワーの合計に基づいて、パワーオフセットを決定することを具
備し、前記パワー情報は前記パワーオフセットを含む請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　前記パワー情報を決定することは、データチャネルに利用可能なパワー、データチャネ
ルに利用可能なチャネライゼーションコードの数、指定された数のチャネライゼーション
コード、及びパイロットチャネルのパワーに基づいて、パワーオフセットを決定すること
を具備し、前記パワー情報は前記パワーオフセットを含む請求項１６記載の方法。
【請求項１９】
　前記チャネライゼーションコード毎のパワーに基づいて、前記ＵＥによって決定される
少なくとも一つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）インデックスであって、前記ＵＥ
から少なくとも一つの伝送ブロックのための前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスを
受け取ることと、
　前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスに基づいて前記少なくとも一つの伝送ブロッ
クを処理することと、
　前記ＵＥに、前記チャネライゼーションコード毎のパワー以上で、前記指定された数の
チャネライゼーションコードを備える前記少なくとも一つの伝送ブロックを送信すること
とをさらに具備する請求項１６記載の方法。
【請求項２０】
　前記チャネライゼーションコード毎のパワーに基づいて、前記ＵＥによって決定される
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少なくとも一つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）インデックスであって、前記ＵＥ
から少なくとも一つの伝送ブロックのための前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスを
受け取ることと、
　前記指定された数のチャネライゼーションコード及び利用可能なチャネライゼーション
コードの数に基づいて、前記少なくとも一つの伝送ブロックのサイズを調整することと、
　前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスに基づいて前記少なくとも一つの伝送ブロッ
クを処理することと、
　前記ＵＥに、前記チャネライゼーションコード毎のパワー以上で、前記利用可能なチャ
ネライゼーションコードの数を備える前記少なくとも一つの伝送ブロックを送信すること
とをさらに具備する請求項１６記載の方法。
【請求項２１】
　チャネライゼーションコード毎に等しいパワーの、指定された数のチャネライゼーショ
ンコードのパワーの合計を示すパワー情報を決定するための手段と、
　ユーザ機器（ＵＥ）に前記パワー情報を送信するための手段とを具備する無線通信のた
めの装置。
【請求項２２】
　前記パワー情報を決定するための手段は、
　データチャネルのための前記指定された数のチャネライゼーションコードのパワーの合
計とパイロットチャネルのパワーとに基づいて、パワーオフセットを決定するための手段
を具備し、前記パワー情報は前記パワーオフセットを含む請求項２１記載の装置。
【請求項２３】
　前記パワー情報を決定するための手段は、
　データチャネルに利用可能なパワー、前記データチャネルに利用可能なチャネライゼー
ションコードの数、前記指定された数のチャネライゼーションコード、及びパイロットチ
ャネルのパワーに基づいてパワーオフセットを決定するための手段を具備し、前記パワー
情報は前記パワーオフセットを含む請求項２１記載の装置。
【請求項２４】
　前記チャネライゼーションコード毎のパワーに基づいて、前記ＵＥによって決定される
少なくとも一つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）インデックスであって、前記ＵＥ
から少なくとも一つの伝送ブロックのための前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスを
受け取るための手段と、
　前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスに基づいて前記少なくとも一つの伝送ブロッ
クを処理するための手段と、
　前記ＵＥに、前記チャネライゼーションコード毎のパワー以上で、前記指定された数の
チャネライゼーションコードを備える前記少なくとも一つの伝送ブロックを送信するため
の手段とをさらに具備する請求項２１記載の装置。
【請求項２５】
　前記チャネライゼーションコード毎のパワーに基づいて、前記ＵＥによって決定される
少なくとも一つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）インデックスであって、前記ＵＥ
から少なくとも一つの伝送ブロックのための前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスを
受け取るための手段と、
　前記指定された数のチャネライゼーションコード及び利用可能なチャネライゼーション
コードの数に基づいて、前記少なくとも一つの伝送ブロックのサイズを調整するための手
段と、
　前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスに基づいて、前記少なくとも一つの伝送ブロ
ックを処理するための手段と、
　前記ＵＥに、前記チャネライゼーションコード毎のパワー以上で、前記利用可能なチャ
ネライゼーションコードの数を備える前記少なくとも一つの伝送ブロックを送信するため
の手段をさらに具備する請求項２１記載の装置。
【請求項２６】
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　　　少なくとも一つのコンピュータに、チャネライゼーションコード毎に等しいパワー
の、指定された数のチャネライゼーションコードのパワーの合計を示すパワー情報を決定
させるためのコードと、
　　　前記少なくとも一つのコンピュータに、ユーザ機器（ＵＥ）に前記パワー情報を送
信させるためのコードと、
　を具備するコンピュータ可読媒体を具備するコンピュータプログラム製品。
【請求項２７】
　直交可変拡散率（ＯＶＳＦ）符号毎に等しいパワーで、利用可能なＯＶＳＦ符号の数に
関わらず、１５個のＯＶＳＦ符号のセットに対するパワーの合計を示すパワーオフセット
を決定し、ユーザ機器（ＵＥ）に、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージ中の前記パワ
ーオフセットを送信するように構成される少なくとも一つのプロセッサと、
　前記少なくとも一つのプロセッサに接続されたメモリとを具備する無線通信のための装
置。
【請求項２８】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記ＯＶＳＦ符号毎のパワーに基づいて、前記Ｕ
Ｅによって決定される少なくとも一つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）インデック
スであって、前記ＵＥから少なくとも一つの伝送ブロックのための前記少なくとも一つの
ＣＱＩインデックスを受信し、前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスに基づいて、前
記少なくとも一つの伝送ブロックを処理し、前記ＵＥに前記ＯＶＳＦ符号毎のパワー以上
で、１５個のＯＶＳＦ符号を備える前記少なくとも一つの伝送ブロックを送信するように
構成される請求項２７記載の装置。
【請求項２９】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記ＯＶＳＦ符号毎のパワーに基づいて前記ＵＥ
によって決定される、少なくとも一つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）インデック
スであって、前記ＵＥから少なくとも一つの伝送ブロックのための前記少なくとも一つの
ＣＱＩインデックスを受信し、前記ＯＶＳＦ符号毎のパワーを示す前記１５個のＯＶＳＦ
符号と利用可能なＯＶＳＦ符号の数とに基づいて、前記少なくとも一つの伝送ブロックの
サイズを調整し、前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスに基づいて、前記少なくとも
一つの伝送ブロックを処理し、前記ＵＥに前記ＯＶＳＦ符号毎のパワー以上で、前記利用
可能なＯＶＳＦ符号の数を備える前記少なくとも一つの伝送ブロックを送信するように構
成される請求項２７記載の装置。
【請求項３０】
　リソースエレメント毎に等しいパワーで、指定された数のリソースエレメントのパワー
の合計を示すパワー情報を決定し、ユーザ機器（ＵＥ）に前記パワー情報を送信するよう
に構成される少なくとも一つのプロセッサと、
　前記少なくとも一つのプロセッサに接続されたメモリとを具備する無線通信のための装
置。
【請求項３１】
　前記指定された数のリソースエレメントは、指定された数の副搬送波、指定された数の
チャネライゼーションコード、指定された数のタイムスロット、指定された数のデータス
トリーム、指定された数の伝送ブロック、措定された数のチャネル、又は指定された数の
アンテナを含む請求項３０記載の装置。
【請求項３２】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記ＵＥに前記リソースエレメント毎のパワー以
上で、一つ以上のリソースエレメントを備えるデータを送信するように構成される請求項
３０記載の装置。
【請求項３３】
　ノードＢからパワー情報を受信し、前記パワー情報に基づいて、指定された数のチャネ
ライゼーションコードのチャネライゼーションコード毎のパワーを決定し、前記チャネラ
イゼーションコード毎のパワーに基づいて、少なくとも一つの伝送ブロックのための少な
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くとも一つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）インデックスを決定し、ノードＢに前
記少なくとも一つのＣＱＩインデックスを送信するように構成される少なくとも一つのプ
ロセッサと、
　前記少なくとも一つのプロセッサに接続されたメモリを具備する無線通信のための装置
。
【請求項３４】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記パワー情報からパワーオフセットを取得し、
前記パワーオフセットに基づいてデータチャネルの受信パワーとパイロットチャネルの受
信パワーとを決定し、前記データチャネルの受信パワーと前記指定された数のチャネライ
ゼーションコードとに基づいて、前記チャネライゼーションコード毎のパワーを決定する
ように構成される請求項３３記載の装置。
【請求項３５】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記チャネライゼーションコード毎のパワーに基
づいて、前記少なくとも一つの伝送ブロックの少なくとも一つの信号対干渉及び雑音比（
ＳＩＮＲ）を推定し、前記少なくとも一つのＳＩＮＲに基づいて、前記少なくとも一つの
伝送ブロックのための前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスを決定するように構成さ
れる請求項３３記載の装置。
【請求項３６】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、前記チャネライゼーションコード毎のパワー以上
で、ノードBによって送信される前記少なくとも一つの伝送ブロックを受信するように構
成される請求項３３記載の装置。
【請求項３７】
　前記少なくとも一つのプロセッサは、
前記指定された数のチャネライゼーションコードと利用可能なチャネライゼーションコー
ドの数とに基づいて調整されたサイズを有する前記少なくとも一つの伝送ブロックであっ
て、前記ノードＢから前記利用可能なチャネライゼーションコードの数を介して前記少な
くとも一つの伝送ブロックを受信するように構成される請求項３３記載の装置。
【請求項３８】
　ノードＢからパワー情報を受信することと、
　前記パワー情報に基づいて指定された数のチャネライゼーションコードのチャネライゼ
ーションコード毎のパワーを決定することと、
　チャネライゼーションコード毎のパワーに基づいて、少なくとも一つの伝送ブロックの
ための少なくとも一つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）インデックスを決定するこ
とと、
　ノードＢに少なくとも一つのＣＱＩインデックスを送信することとを具備する無線通信
のための方法。
【請求項３９】
　前記チャネライゼーションコード毎のパワーを決定することは、前記パワー情報からパ
ワーオフセットを取得すること、前記パワーオフセットとパイロットチャネルの受信パワ
ーに基づいてデータチャネルの受信パワーを決定すること、及び前記データチャネルの受
信パワーと前記指定された数のチャネライゼーションコードに基づいて、前記チャネライ
ゼーションコード毎のパワーを決定することを具備する請求項３８記載の方法。
【請求項４０】
　前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスを決定することは、前記チャネライゼーショ
ンコード毎のパワーに基づいて、前記少なくとも一つの伝送ブロックの少なくとも一つの
信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）を推定すること、及び前記少なくとも一つのＳＩＮＲ
に基づいて前記少なくとも一つの伝送ブロックのための前記少なくとも一つのＣＱＩイン
デックスを決定することを具備する請求項３８記載の方法。
【請求項４１】
　前記ノードＢによって、前記チャネライゼーションコード毎のパワーで送信された前記



(7) JP 2010-516205 A 2010.5.13

10

20

30

40

50

少なくとも一つの伝送ブロックを受信することをさらに具備する請求項３８記載の方法。
【請求項４２】
　ノードＢからパワー情報を受信するための手段と、
　前記パワー情報に基づいて指定された数のチャネライゼーションコードのためのチャネ
ライゼーションコード毎のパワーを決定するための手段と、
　前記チャネライゼーションコード毎のパワーに基づいて、少なくとも一つの伝送ブロッ
クのための少なくとも一つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）インデックスを決定す
るための手段と、
　前記ノードＢに前記少なくとも一つのＣＱＩインデックスを送信するための手段とを具
備する無線通信のための装置。
【請求項４３】
　前記チャネライゼーションコード毎のパワーを決定するための手段は、前記パワー情報
からパワーオフセットを取得するための手段、前記パワーオフセット及びパイロットチャ
ネルの受信パワーに基づいて、データチャネルの受信パワーを決定するための手段、並び
に前記データチャネルの受信パワー及び前記指定された数のチャネライゼーションコード
に基づいて、前記チャネライゼーションコード毎のパワーを決定するための手段を具備す
る請求項４２記載の装置。
【請求項４４】
　前記複数のＣＱＩインデックス決定するための手段は、前記チャネライゼーションコー
ド毎のパワーに基づいて、前記少なくとも一つの伝送ブロックの少なくとも一つの信号対
干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）を推定するための手段と、前記少なくとも一つのＳＩＮＲに
基づいて、前記少なくとも一つの伝送ブロックのための前記少なくとも一つのＣＱＩイン
デックスを決定するための手段を具備する請求項４２記載の装置。
【請求項４５】
　前記ノードＢによって、前記チャネライゼーションコード毎のパワー以上で送信された
前記少なくとも一つの伝送ブロックを受信するための手段をさらに具備する請求項４２記
載の装置。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　（３５U.S.C.１１９条の下での優先権主張）
　本願発明は、参照することによりここに明示的に組み込まれ、本願の譲受人に譲渡され
、２００７年１月１２日に出願され、「ＭＩＭＯにおける仮想パワーオフセットのシグナ
リング」と題された米国仮出願第６０／８８４，８２０の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　 本開示は、一般に通信に、より具体的には無線通信システムにおけるパワー情報のシ
グナリングのための技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムでは、ノードＢは、マルチプル（Ｒ）受信アンテナを備えるユーザ機
器（user equipment）（ＵＥ）へのデータ伝送のためのマルチプル（Ｔ）送信アンテナを
利用できる。マルチプル送信及び受信アンテナは、スループットを増加及び／又は信頼性
を改善するために使用し得るマルチプル・インプット・マルチプル・アウトプット（ＭＩ
ＭＯ）チャネルを形成する。例えば、ノードＢは、スループットを改善するために、Ｔ個
の送信アンテナから最大Ｔ個のデータストリームを同時に送信することができる。あるい
は、ノードＢは、ＵＥによって受信品質を改善するために、Ｔ個の送信アンテナすべてか
ら単一のデータストリームを送信することができる。各データストリームは、与えられた
送信時間間隔（transmission time interval）（ＴＴＩ）内に、データの一つの伝送ブロ
ックを運ぶことができる。従って、「データストリーム」、「伝送ブロック」という用語
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は、置き換え可能に使用され得る。
【０００４】
　優れたパフォーマンス（例えば高いスループット）は、ＵＥが確実に伝送ブロックを解
読することが依然として可能である、できるだけ高いレートで各伝送ブロックを送ること
により達成され得る。ＵＥは、送信され得る伝送ブロックの各々可能なプリコーディング
（precoding）の組み合わせの信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）を推定でき、それから
、伝送ブロックの最良のプリコーディングの組み合わせの推定されたＳＩＮＲに基づいて
、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）情報を決定できる。ＣＱＩ情報は、各伝送ブロッ
クの１セットの処理パラメータを搬送（convey）できる。ＵＥはノードＢにＣＱＩ情報を
送信できる。ノードＢは、ＣＱＩ情報に従って一つ以上の伝送ブロックを処理し、伝送ブ
ロックをＵＥに送信できる。
【０００５】
　データ伝送パフォーマンスは、ＵＥによるＣＱＩ情報の正確な決定及び報告に依存し得
る。したがって、ＣＱＩ情報の正確な決定及び報告を容易にするための技術に関して、当
技術分野における必要性がある。
【発明の概要】
【０００６】
　ＭＩＭＯ伝送のためのＣＱＩ情報の正確な決定及び報告を容易にするパワー情報のシグ
ナリングのための技術は、ここに記述される。符号分割多重を用いて送信されるＭＩＭＯ
伝送のために、伝送ブロックのＳＩＮＲは、チャネライゼーションコード毎のパワー、Ｐ

ＯＶＳＦに依存し得るが、ＰＯＶＳＦの線形関数ではないことがある。
【０００７】
　ある側面（aspect）では、ノードＢは、その後、ＳＩＮＲ推定に使用され得るＰＯＶＳ

Ｆを決定するためにＵＥによって使用され得るパワー情報を送信できる。一つの設計（de
sign）では、パワー情報は、データチャネルのパワー、ＰＨＳＰＤＳＣＨとパイロットチ
ャネルのパワー、ＰＣＰＩＣＨとの間のパワーオフセットを含む。一般に、データチャネ
ルは、任意の数のチャネライゼーションコードを含み得る。ＰＨＳＰＤＳＣＨは、既知の
値であり得る、又はシグナリングを介して与えられ得る、チャネライゼーションコードの
指定された数Ｍのために与えられ得る。ノードＢは、データチャネルに利用可能なパワー
　
【数１】

【０００８】
、データチャネルに利用可能なチャネライゼーションコードの数Ｋ、及び指定された数Ｍ
のチャネライゼーションコードに基づいて、ＰＨＳＰＤＳＣＨを決定できる。利用可能な
チャネライゼーションコードの数よりも、指定された数のチャネライゼーションコードが
大きい場合、ＰＨＳＰＤＳＣＨは、　
【数２】

【０００９】
よりも大きくなり得る。
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【００１０】
　ＵＥは、ノードＢからパワー情報を受信でき、パワー情報及び指定された数のチャネラ
イゼーションコードに基づいてＰＯＶＳＦを決定できる。一つの設計では、ＵＥはパワー
情報からパワーオフセットを取得でき、パワーオフセット及び既知のＰＣＰＩＣＨに基づ
いてＰＨＳＰＤＳＣＨを算出できる。そしてＵＥは、ＰＯＶＳＦを取得するために少なく
とも一つの伝送ブロックを越えて（across）、さらに指定された数のチャネライゼーショ
ンコードを越えて（across）ＰＨＳＰＤＳＣＨを分配（distribute）できる。ＵＥは、Ｐ

ＯＶＳＦに基づいて各伝送ブロックのＳＩＮＲを推定（estimate）でき、次に、各伝送ブ
ロックのＳＩＮＲに基づいて、少なくとも一つの伝送ブロックのためのＣＱＩ情報を決定
できる。ＵＥはノードＢにＣＱＩ情報を送信できる。
【００１１】
　ノードＢはＵＥからＣＱＩ情報を受信でき、ＵＥにＭＩＭＯ伝送での少なくとも一つの
伝送ブロックを送信できる。一つの設計では、ノードＢはＰＯＶＳＦ以上で、指定された
数のチャネライゼーションコードを備える伝送ブロックを送信できる。別の設計では、ノ
ードＢは、ＰＯＶＳＦ以上でＫ個の利用可能なチャネライゼーションコードを備える伝送
ブロックを送信することができ、指定された数のチャネライゼーションコードＭ、及び利
用可能なチャネライゼーションコードの数Ｋに基づいて、伝送ブロックのサイズを調整す
る（scale）ことができる。さらに別の設計では、ノードＢは、ＫとＭに基づいてＰＯＶ

ＳＦを調整（scale）でき、次に、調整されたＰＯＶＳＦでＫ個の利用可能なチャネライ
ゼーションコードを備える伝送ブロックを送信することができる。
【００１２】
　開示の様々な態様及び特徴は、以下にさらに詳細に記述される。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、無線通信システムを示す。
【図２】図２は、ノードＢ及びＵＥのブロック図を示す。
【図３】図３は、物理チャネルのセットのためのタイミング図を示す。
【図４】図４は、ノードＢによるパワーオフセットのスケーリングを示す。
【図５】図５は、ノードＢによってパワーオフセットを送信するためのメカニズムを示す
。
【図６】図６は、ＵＥによってＣＱＩ情報を決定するプロセスを示す。
【図７】図７は、ノードＢによって実行されるプロセスを示す。
【図８】図８は、ＵＥによって実行されるプロセスを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　ここに記載された技術は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤ
ＭＡ）システム、単一のキャリアのＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システムなどのような様
々な無線通信システムに使用し得る。「システム」、「ネットワーク」という用語は、し
ばしば置き換え可能に使用し得る。ＣＤＭＡシステムは、ユニバーサル地上無線アクセス
（Universal Terrestrial Radio Access）（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などのような
無線技術を実装（implement）できる。ＵＴＲＡは広帯域の符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤ
ＭＡ）及び他のＣＤＭＡの変形を含む。ｃｄｍａ２０００はＩＳ－２０００、ＩＳ－９５
及びＩＳ－８５６標準をカバーする。ＵＴＲＡはユニバーサルモバイルテレコミュニケー
ションシステム（ＵＭＴＳ）の一部であり、いずれも「第三世代パートナーシッププロジ
ェクト」（３ＧＰＰ）と名付けられた組織が提供している文献に記載される。ｃｄｍａ２
０００は、「第三世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と名付けられた
組織が提供している文献に記述される。これらの様々な無線技術及び標準は当技術分野に
おいて知られている。明瞭さのため、それら技術はＵＭＴＳのために以下に記載され、Ｕ
ＭＴＳ用語は以下の記載の多くで使用される。
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【００１５】
　図１は、複数のノードＢ１１０及び複数のＵＥ１２０を備える無線通信システム１００
を示す。システム１００もＵＭＴＳにおけるユニバーサル地上無線アクセスネットワーク
（Universal Terrestrial Radio Access Network）（ＵＴＲＡＮ）と呼ばれ得る。ノード
Ｂは、一般にＵＥと通信する固定局であり、発展型（evolved）ノードＢ（ｅＮｏｄｅ　
Ｂ）、基地局、アクセス・ポイントなどとも呼ばれ得る。各ノードＢ１１０は特定の地理
的エリアに通信有効範囲を提供し、有効範囲エリア内にあるＵＥのための通信を支援する
。システムコントローラ１３０はノードＢ１１０に連結されて、これらノードＢに調整と
制御を提供する。システムコントローラ１３０は、単一のネットワークエンティティ又は
ネットワークエンティティの集まりであり得る。
【００１６】
　ＵＥ１２０はシステムの全体にわたって分散し得、各ＵＥは静止しているかもしれない
か、移動可能かもしれない。ＵＥは、移動局、端末、アクセス端末、加入者ユニット、局
などとも呼ばれ得る。ＵＥは、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線装置、ハンドヘ
ルド装置、無線モデム、ラップトップコンピュータなどであり得る。
【００１７】
　図２は、一つのノードＢ１１０及び一つのＵＥ１２０の設計のブロック図を示す。この
設計では、ノードＢ１１０は複数の（Ｔ）アンテナ２２０ａから２２０ｔを備え、ＵＥ１
２０は複数の（Ｒ）アンテナ２５２ａから２５２ｒを備える。ＭＩＭＯ伝送は、ノードＢ
１１０のＴ送信アンテナからＵＥ１２０のＲ受信アンテナへ送信され得る。
【００１８】
　ノードＢ１１０において、送信（ＴＸ）データ及びシグナリングプロセッサ２１２は、
すべての予定された（scheduled）ＵＥのためにデータ元（図示せず）からデータを受信
できる。プロセッサ２１２は、各ＵＥのためのデータを処理（例えば、フォーマット、符
号化、インタリーブ、シンボルマップ（map））でき、データの変調シンボルであるデー
タシンボルを提供し得る。プロセッサ２１２はさらにシグナリング（例えば、パワー情報
）を処理でき、シグナリングの変調シンボルであるシグナリングシンボルを提供できる。
空間マッパー（spatial mapper）２１４は、各ＵＥのためのプリコーディングマトリック
ス又はベクトルに基づいて、そのＵＥのデータシンボルをあらかじめ符号化（precode）
でき、すべてのＵＥに出力シンボルを提供できる。ＣＤＭＡ変調器（ＭＯＤ）２１６は、
出力シンボル及びシグナリングシンボルに対するＣＤＭＡ処理を行い、Ｔ送信器（ＴＭＴ
Ｒ）２１８ａから２１８ｔにＴ出力チップストリームを提供してもよい。各送信器２１８
は、その出力チップストリームを処理でき（例えば、アナログに変換する、フィルタにか
ける、増幅する、周波数をアップコンバートする）、ダウンリンク信号を提供できる。Ｔ
送信器２１８ａから２１８ｔからのＴダウンリンク信号は、それぞれＴアンテナ２２０ａ
から２２０ｔを介して送信され得る。
【００１９】
　ＵＥ１２０において、Ｒアンテナ２５２ａから２５２ｒは、ノードＢ１１０からダウン
リンク信号を受信でき、それぞれ、Ｒ受信器（ＲＣＶＲ）２５４ａから２５４ｒにＲ受信
信号を提供できる。各受信器２５４はその受信信号を処理でき（例えば、フィルタにかけ
る、増幅する、周波数をダウンコンバートする、デジタル化する）、チャネルプロセッサ
２６８及び等化器／ＣＤＭＡ復調器（ＤＥＭＯＤ）２６０にサンプルを提供できる。プロ
セッサ２６８は、フロントエンドフィルタ／等化器のための係数、及び等化器／ＣＤＭＡ
復調器２６０のための一つ以上の結合（combiner）マトリックスのための係数を導出する
ことができる。ユニット２６０は、フロントエンドフィルタ及びＣＤＭＡ復調を備えた等
化を行うことができ、フィルタにかけられたシンボルを提供できる。ＭＩＭＯ検出器２６
２は空間的次元（spatial dimension）をまたがって（across）フィルタにかけられたシ
ンボルを結合でき、ＵＥ１２０に送信されたデータシンボル及びシグナリングシンボルの
推定値（estimates）である、検出されたシンボルを提供することができる。受信（ＲＸ
）データ及びシグナリングプロセッサ２６４は、検出されたシンボルを処理（例えば、シ
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ンボルデマップ（demap）、デインタリーブ（deinterleave）、復号）でき、デコードさ
れたデータ及びシグナリングを提供できる。一般に、等化器／ＣＤＭＡ復調器２６０、Ｍ
ＩＭＯ検出器２６２、並びにＲＸデータ及びシグナリングプロセッサ２６４による処理は
、ノードＢ１１０において、ＣＤＭＡ変調器２１６、空間マッパー２１４並びにＴＸデー
タ及びシグナリングプロセッサ２１２による処理にそれぞれ補完的である。
【００２０】
　チャネルプロセッサ２６８は、ノードＢ１１０からＵＥ１２０への無線チャネルの応答
を推定（estimate）できる。プロセッサ２６８及び／又は２７０は、プリコーディング制
御インジケータ（ＰＣＩ）情報とＣＱＩ情報とを含み得るフィードバック情報を取得する
ために導出された係数及び／又はチャネル推定値を処理できる。ＰＣＩ情報は、並列に送
信するための伝送ブロックの数と、伝送ブロックをあらかじめ符号化するために使用する
特定のプリコーディングマトリックス又はベクトルとを搬送できる。伝送ブロックはさら
に、パケット、データブロックなどと呼ばれ得る。ＣＱＩ情報は、各伝送ブロックのため
の処理パラメータ（例えば、伝送ブロックサイズ及び変調スキーム）を搬送できる。プロ
セッサ２６８及び／又は２７０は、データ伝送に使用できる、異なる可能なプリコーディ
ングマトリックス又はベクトルを評価でき、最良の性能、例えば最も高い総合的なスルー
プットを提供できるプリコーディングマトリックス又はベクトルを選択できる。プロセッ
サ２６８及び／又は２７０は、さらに、選択されたプリコーディングマトリックス又はベ
クトルのためのＣＱＩ情報を決定できる。
【００２１】
　アップリンク上で送信するためのデータ及びフィードバック情報は、ＴＸデータ及びシ
グナリングプロセッサ２８０によって処理され、さらに、ＣＤＭＡ変調器２８２によって
処理され、それぞれ、アンテナ２５２ａから２５２ｒを介して送信され得るＲアップリン
ク信号を生成するために、送信器２５４ａから２５４ｒによって調整され得る。ＵＥ１２
０における送信アンテナの数は、受信アンテナの数と等しくてもよいし、等しくなくても
よい。例えば、ＵＥ１２０は二つのアンテナを使用してデータを受信し得るが、たった一
つのアンテナを使用して、フィードバック情報を送信し得る。ノードＢ１１０では、ＵＥ
１２０からのアップリンク信号はアンテナ２２０ａから２２０ｔによって受信され、受信
器２１８ａから２１８ｔによって調整され、等化器／ＣＤＭＡ復調器２４０によって処理
され、ＭＩＭＯ検出器２４２によって検出され、ＵＥ１２０によって送られたデータとフ
ィードバック情報とを復元するためにＲＸデータ及びシグナリングプロセッサ２４４によ
って処理されてもよい。ノードＢ１１０における受信アンテナの数は、送信アンテナの数
と一致してもよいし、一致しなくてもよい。
【００２２】
　コントローラ／プロセッサ２３０及び２７０は、それぞれ、ノードＢ１１０及びＵＥ１
２０において動作を指示できる。メモリ２３２及び２７２は、それぞれ、ノードＢ１１０
及びＵＥ１２０のためのプログラムコード及びデータを格納できる。スケジューラ２３４
は、ダウンリンク及び／又はアップリンク送信のため、例えば、ＵＥから受信したフィー
ドバック情報に基づいて、ＵＥのスケジュールを立てることができる。
【００２３】
　ＵＭＴＳでは、ＵＥのためのデータは、より高いレイヤにおける一つ以上のトランスポ
ートチャネルとして処理され得る。トランスポートチャネルは、音声、ビデオ、パケット
データなどのような一つ以上のサービスのためのデータを運ぶことができる。トランスポ
ートチャネルは、物理レイヤにおける物理チャネルへ割り当てられ得る（may be mapped
）。物理チャネルは、異なるチャネライゼーションコードでチャネル化され得（channeli
zed）、従って、符号領域において互いに直交し得る。ＵＭＴＳは、物理チャネルのため
のチャネライゼーションコードとして直交可変拡散率（ＯＶＳＦ）符号を使用する。
【００２４】
　リリース５以降の３ＧＰＰは、ダウンリンク上で高速なパケットデータ伝送を可能にす
る手順及びチャネルのセットである、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）
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をサポートする。ＨＳＤＰＡについては、ノードＢは、時間と符号の両方においてすべて
のＵＥによって共有されるダウンリンクトランスポートチャネルである、高速ダウンリン
ク共有チャネル（ＨＳ－ＤＳＣＨ）上でデータを送信できる。ＨＳ－ＤＳＣＨは、各ＴＴ
Ｉ内において一つ以上のＵＥのためのデータを運ぶことができる。ＵＭＴＳについては、
１０ミリセカンド（ｍｓ）の無線フレームは、５つの２ｍｓのサブフレームへ分割され、
各サブフレームは３つのスロットを含み、各スロットは０．６６７ｍｓの存続時間（dura
tion）を持つ。ＴＴＩはＨＳＤＰＡのための一つのサブフレームと等しく、ＵＥがスケジ
ュールされ、供給され（serve）得る最小の時間単位である。ＨＳ－ＤＳＣＨの共有は、
ＴＴＩからＴＴＩにダイナミックに変更できる。
【００２５】
　表１は、ＨＳＤＰＡのために使用されたダウンリンク及びアップリンクの物理チャネル
を列記し、各物理チャネルの短い説明を提供する。
【表１】

【００２６】
　図３は、ＨＳＤＰＡのために使用された物理チャネルのためのタイミング図を示す。Ｈ
ＳＤＰＡについては、ノードＢは、各ＴＴＩにおいて一つ以上のＵＥに供給できる（may 
serve）。ノードＢはＨＳ－ＳＣＣＨ上のそれぞれスケジュールされた（scheduled）ＵＥ
のためにシグナリングを送信し、２スロット後のＨＳ－ＰＤＳＣＨの上でデータを送信で
きる。ノードＢは、ＨＳ－ＳＣＣＨに対して、設定可能な（configurable）数の１２８チ
ップのＯＶＳＦ符号を使用でき、ＨＳ－ＰＤＳＣＨに対して、１５までの１６チップＯＶ
ＳＦ符号を使用できる。ＨＳＤＰＡは、１５までの１６チップＯＶＳＦ符号を備える単一
のＨＳ－ＰＤＳＣＨ、及び設定可能な数の１２８チップＯＶＳＦ符号を備える単一のＨＳ
－ＳＣＣＨを有するものと見なされ得る。同等に、ＨＳＤＰＡは、１５までのＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨ及び設定可能な数のＨＳ－ＳＣＣＨを有するものと見なされ得る。各ＨＳ－ＰＤＳ
ＣＨは単一の１６チップＯＶＳＦ符号を有し、各ＨＳ－ＳＣＣＨは単一の１２８チップＯ
ＶＳＦ符号を有する。次の説明は、単一のＨＳ－ＰＤＳＣＨ及び単一のＨＳ－ＳＣＣＨの
用語（terminology）を使用する。
【００２７】
　ＨＳ－ＰＤＳＣＨ上でデータを受信し得る各ＵＥは、シグナリングがそのＵＥのために
送信されたかどうか判断するために、各ＴＴＩにおいてＨＳ－ＳＣＣＨのための４つまで
の１２８チップＯＶＳＦ符号を処理できる。与えられたＴＴＩの中でスケジュールされた
各ＵＥは、そのＵＥに送信されたデータを回復する（recover）ためにＨＳ－ＰＤＳＣＨ
を処理できる。スケジュールされたＵＥそれぞれは、伝送ブロックが正確にデコードされ
る場合にＨＳ－ＤＰＣＣＨ上に肯定応答（ＡＣＫ）を、そうでない場合に否定応答（ＮＡ
ＣＫ）を送信できる。各ＵＥは、さらにノードＢにＨＳ－ＤＰＣＣＨ上でＰＣＩ及びＣＱ
Ｉ情報を送信できる。
【００２８】
　図３は、さらにＵＥでのＨＳ－ＳＣＣＨ、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ及びＨＳ－ＤＰＣＣＨの間
のタイミングオフセットを示す。ＨＳ－ＰＤＳＣＨは、ＨＳ－ＳＣＣＨの２スロット後に
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始まる。ＨＳ－ＤＰＣＣＨは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ上の対応する送信の終了からおよそ７．
５スロットで始まる。
【００２９】
　ＵＥは、ノードＢがＵＥへのデータを適切に処理し送信することを可能にするためのＣ
ＱＩ情報を送信できる。一般に、ＣＱＩ情報は任意の数の伝送ブロック又はデータストリ
ームのために送信され得る。明瞭さのため、下記の説明の多くは、与えられたＴＴＩにお
いて一つ又は二つの伝送ブロックが送信でき、ＣＱＩ情報は一つ又は二つの伝送ブロック
用であってよいと仮定する。
【００３０】
　ノードＢは、複数の可能なプリコーディングマトリックス（multiple possible precod
ing matrices）のうちの一つを使用して、二つの伝送ブロックを送信でき、又は可能なプ
リコーディングマトリックスのうちの一つの、一つのカラム／ベクターを使用して、単一
の伝送ブロックを送信できる。ＵＥは、ＵＥへのデータ伝送のためにノードＢによって使
用することができる、異なる可能なプリコーディングマトリックス及びベクトルのための
データパフォーマンス（data performance）を評価できる。各プリコーディングマトリッ
クス又はベクトルに対して、ＵＥは、任意の適切なメトリック（metric）によって与えら
れ得る、各伝送ブロックの質を推定できる。明瞭さのため、次の説明では、各伝送ブロッ
クの質は、以下の説明では単にＳＩＮＲと呼ばれる、付加的な白色ガウシアンノイズ（Ａ
ＷＧＮ）のチャネルに相当するＳＩＮＲによって与えられると仮定する。ＵＥは、すべて
の伝送ブロックのＳＩＮＲ（ｓ）に基づいて、各プリコーディングマトリックス又はベク
トルのためのデータパフォーマンス（例えば、総合的なスループット）を決定できる。あ
らゆるプリコーディングマトリックス及びベクトルを評価した後に、ＵＥは、最良のデー
タパフォーマンスを提供するプリコーディングマトリックス又はベクトルを選択できる。
【００３１】
　可能なプリコーディングマトリックスそれぞれのために、ＵＥは、プリコーディングマ
トリックスと並列に送信され得る二つの伝送ブロックのＳＩＮＲを推定できる。より高い
ＳＩＮＲを備える伝送ブロックは、プライマリ伝送ブロック（primary transport block
）と呼ばれ得、より低いＳＩＮＲを備える伝送ブロックは、セカンダリ伝送ブロック（se
condary transport block）と呼ばれ得る。各伝送ブロックのＳＩＮＲは、（ｉ）ＨＳ－
ＰＤＳＣＨのパワーの合計、（ｉｉ）ＨＳ－ＰＤＳＣＨのために使用されるＯＶＳＦ符号
の数、（ｉｉｉ）チャネル利得（channel gain）及び雑音分散（noise variance）によっ
て与えられ得るチャネル条件（channel conditions）、（ｉｖ）ＵＥによって実行された
受信器処理（receiver processing）のタイプ、（ｖ）連続する干渉の除去（ＳＩＣ）が
ＵＥによって行なわれる場合に伝送ブロックが復元される順序、そして（ｖｉ）ことによ
ると（possibly）その他の要因のような様々な要因に依存し得る。
【００３２】
　伝送ブロックｉ、のＳＩＮＲ、ＳＩＮＲｉは次のように与えられ得る。　
【数３】

【００３３】
ここで、ＰＯＶＳＦは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨのためのＯＶＳＦ符号毎のパワーであり、Ｘｉ

はＳＩＮＲに影響する他のすべてのパラメータを含み、そして、Ｆ（）はＵＥに適用可能
なＳＩＮＲ関数である。
【００３４】
　ＳＩＮＲ関数は、ＵＥでの受信器処理に依存し得、ＰＯＶＳＦの線形関数ではないこと
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がある。
【００３５】
したがって、ＰＯＶＳＦがＧデシベル（ｄＢ）だけ増加する場合、ＳＩＮＲにおける改良
の量は、もっぱらＰＯＶＳＦのＧ　ｄＢの増加に基づいて、正確に知られていなくてもよ
い（may not be known）。ＰＯＶＳＦとＳＩＮＲとの間のこの非線形の関係は、同じＯＶ
ＳＦ符号を使用している二つの伝送ブロックの間の干渉である、コード再使用（code-reu
se）の干渉のせいであり得る。更に、ＳＩＮＲ関数はノードＢで知られてなくてもよい。
【００３６】
　ある側面では、ノードＢは、ＳＩＮＲ推定に使用するため、ＯＶＳＦ符号毎のパワー、
ＰＯＶＳＦを決定するためにＵＥによって使用され得るパワー情報を送信することができ
る。パワー情報は、様々な形式で与えられ得、ある前提に基づき得る。一つの設計では、
パワー情報は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨのパワー、ＰＨＳＰＤＳＣＨと参照チャネル（referenc
e channel）のパワーとの間の差を示すパワーオフセットを含む。参照チャネルは、共通
パイロットチャネル（Common Pilot Channel）（ＣＰＩＣＨ）又は既知のパワーを有する
他のあるチャネルであり得る。一つの設計では、ＨＳ－ＰＤＳＣＨのパワー、ＰＨＳＰＤ

ＳＣＨは以下のように決定され得る。　
【数４】

【００３７】
ここで、ＰＣＰＩＣＨはＣＰＩＣＨのパワーであり、そして、ΓはノードＢによって搬送
され得る（may be signaled）パワーオフセットである。
【００３８】
　ノードＢは、以下に記述されるように、ＵＥにパワーオフセットΓを搬送する（signal
）ことができる。ノードＢでは、ＰＨＳＰＤＳＣＨはＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信パワーであ
り、そして、ＰＣＰＩＣＨはＣＰＩＣＨの送信パワーである。ＵＥでは、ＰＨＳＰＤＳＣ

ＨはＨＳ－ＰＤＳＣＨの受信パワーであり、そして、ＰＣＰＩＣＨはＣＰＩＣＨの受信パ
ワーである。ＵＥは、式（２）に示すように、搬送されたパワーオフセットΓに基づいて
ＰＨＳＰＤＳＣＨを決定することができ得る。
【００３９】
　ノードＢ及びＵＥは、データ伝送のためにノードＢによって使用されるＯＶＳＦ符号毎
のパワーが、ＳＩＮＲ推定のためにＵＥによって使用されるＰＯＶＳＦを満たす（meet）
又は超えるように、利用可能な情報に基づいて同じ方法でＰＯＶＳＦを計算できる。ＰＯ

ＶＳＦは様々な方法で計算され得る。一つの設計では、ＰＨＳＰＤＳＣＨは、すべての伝
送ブロックに一様に割り当てられ得、ＰＯＶＳＦは、そして、すべての伝送ブロックに対
して同じであり得る。別の設計では、ＰＨＳＰＤＳＣＨの特定の割合はプライマリ伝送ブ
ロックに割り当てられ得、ＰＨＳＰＤＳＣＨの残りの割合は、セカンダリ伝送ブロックに
割り当てられ得、そして、ＰＯＶＳＦは二つの伝送ブロックで異なり得る。
【００４０】
　一つの設計では、ＰＯＶＳＦはＯＶＳＦ符号の指定された数、Ｍに基づいて計算され得
る。一つの設計では、ノードＢは、例えば、定期的に、又は変更があるときにいつでも、
より高いレイヤのシグナリング及び／又はある他のメカニズムを介してＭを提供できる。
別の設計では、Ｍは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨのためのＯＶＳＦ符号の最大数と等しくなり得（
つまり、Ｍ＝１５）、又はある他の所定の／既知の値と等しくなり得る。いずれの場合も
、ＰＯＶＳＦは、以下のように、Ｍ個のＯＶＳＦ符号を越えて（across）一様にＰＨＳＰ

ＤＳＣＨを割り当てることにより取得され得る。　
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【数５】

【００４１】
式（３）において、ｄＢでの減算は線形単位（linear unit）での除算と等価である。
【００４２】
　表２は、ここでの説明の中で使用されるいくつかのパラメータを列挙し、各パラメータ
のための短い説明を提供する。
【表２】

【００４３】
　一般に、ＰＨＳＰＤＳＣＨは、　

【数６】

【００４４】
と等しく、より小さく、又はより大きくなり得る。ＰＨＳＰＤＳＣＨとＰＯＶＳＦは搬送
された又は算出された値と呼ばれ得、そして、　
【数７】

【００４５】
及び　
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【数８】

【００４６】
は、利用可能な値と呼ばれ得る。
【００４７】
　ノードＢは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨに利用可能なＫ個のＯＶＳＦ符号を有し得る。ここで、
ＫはＯＶＳＦ符号の指定された数と等しくても、等しくなくてもよい。ノードＢは、利用
可能なＯＶＳＦ符号の数及びＯＶＳＦ符号の指定された数に基づいて、パワーオフセット
Γを調整できる。
【００４８】
　図４は、ノードＢによるパワーオフセットの調整（scaling）を示す。ノードＢは、図
４に示される例について、１≦Ｋ＜Ｍである、ＨＳ－ＰＤＳＣＨのためのＫ個の利用可能
なＯＶＳＦ符号を有し得る。ノードＢはさらに、ＨＳ－ＰＤＳＣＨに利用可能である　

【数９】

【００４９】
を有し得る。ノードＢは、Ｋ個の利用可能なＯＶＳＦ符号を越えて一様に　
【数１０】

【００５０】
を割り当てることにより、　
【数１１】

【００５１】
を以下のように計算できる。　
【数１２】

【００５２】
　ノードＢは、　
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【数１３】

【００５３】
に等しいＰＯＶＳＦを設定できる。その後、ノードＢは、ＰＯＶＳＦがＭ個の指定された
ＯＶＳＦ符号の各々のために取得されるように、ＰＨＳＰＤＳＣＨを以下のように算出で
きる。　
【数１４】

【００５４】
　その後、ノードＢは、算出されたＰＨＳＰＤＳＣＨ及び既知のＰＣＰＩＣＨに基づいて
パワーオフセットを以下のように算出できる。　

【数１５】

【００５５】
ＫがＭ未満である場合、図４に示すように、算出されたＰＨＳＰＤＳＣＨは、ノードＢで
利用可能な　
【数１６】

【００５６】
より大きくなり得る。ＫがＭより大きい場合（図４に示されず）、算出されたＰＨＳＰＤ

ＳＣＨは利用可能な　
【数１７】

【００５７】
より小さくなり得る。いずれの場合も、　



(18) JP 2010-516205 A 2010.5.13

10

20

30

40

50

【数１８】

【００５８】
は、ＰＨＳＰＤＳＣＨと等しいかもしれないし、等しくないかもしれないため、パワーオ
フセットΓは、指定された数のＯＶＳＦ符号に基づく、ＰＯＶＳＦの算出に使用される仮
想の（virtual）又は仮定の（hypothetical）パワーオフセットと見なされ得る。
【００５９】
　ノードＢは、様々な方法でＰＯＶＳＦを決定するために使用されるパワー情報を送信で
きる。一つの設計では、ノードＢは、例えば、定期的に、又は変更がある場合はいつでも
、より高いレイヤのシグナリング及び／又はいくつかの他のメカニズムを介してパワー情
報を送信できる。
【００６０】
　図５は、ＵＭＴＳ中の無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを使用して、パワーオフ
セットΓを送信するためのメカニズムを示す。ノードＢは、ＵＥによって使用される物理
チャネルのセットを割り当てる、交換する、又はリリースするために、ＵＥに物理チャネ
ル再構成（ＰＨＹＳＩＣＡＬ　ＣＨＡＮＮＥＬ　ＲＥＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ）メッ
セージを送信できる。このメッセージは多くの情報エレメント（ＩＥｓ）を含むことがで
き、そのうちの一つは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨのために情報を伝えることができるダウンリン
クＨＳ－ＰＤＳＣＨ情報ＩＥであり得る。ダウンリンクＨＳ－ＰＤＳＣＨ情報ＩＥは、ノ
ードＢへのアップリンク上でＵＥによって送信される、フィードバック情報に影響する情
報を伝え得る測定フィードバック情報（Measurement Feedback Info）ＩＥを含むことが
できる。測定フィードバック情報ＩＥは、式（６）に示すように算出されたパワーオフセ
ットΓに設定され得る、測定パワーオフセット（Measurement Power Offset）パラメータ
を含むことができる。パワーオフセットΓはさらに、ＵＥに他のＲＲＣメッセージ中で送
信され得る。ＲＲＣメッセージ及びＩＥは、公に利用可能である、２００７年９月付けの
、「無線リソース制御（ＲＲＣ）」と題される、３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３３１に記述さ
れる。
【００６１】
　ノードＢはさらに、他の方法でパワーオフセットΓを送ることができる。ノードＢはさ
らに、ＵＥがＰＯＶＳＦを算出することを可能にするための他のタイプの情報を送ること
ができる。一般に、ノードＢはＰＯＶＳＦの算出のための相対的な値（relative value）
（例えば、パワーオフセット）又は絶対的な値（absolute value）（例えば、ＰＨＳＰＤ

ＳＣＨ）を送信できる。ＵＥのためのリンクがセットアップされる、変更されるなどの際
、ノードＢはパワー情報を送信できる。
【００６２】
　ＵＥはノードＢからパワー情報（例えば、パワーオフセット）を受信でき、パワー情報
及び他の既知の情報に基づいてＰＯＶＳＦを算出できる。その後、ＵＥは、ＣＱＩ情報を
決定するためにＰＯＶＳＦを使用できる。
【００６３】
　図６は、複数の（例えば、二つの）伝送ブロックのためのＣＱＩ情報を決定する処理６
００を示す。ＵＥは、例えば、式（２）に示すように、ノードBから受信したパワーオフ
セットΓと、ＣＰＩＣＨのパワー、ＰＣＰＩＣＨとに基づいて、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの受信
パワー、ＰＨＳＰＤＳＣＨを算出できる（ブロック６１０）。ＵＥは次に、例えば、式（
３）に示すように、ＰＨＳＰＤＳＣＨ及びＯＶＳＦ符号の指定された数に基づいて、ＰＯ

ＶＳＦを算出できる（ブロック６１２）。ＵＥは、ＳＩＮＲ関数に従って、ＰＯＶＳＦ及



(19) JP 2010-516205 A 2010.5.13

10

20

30

40

び他のパラメータに基づいて、各伝送ブロックのＳＩＮＲを推定できる（ブロック６１４
）。
【００６４】
　ＵＥは、ＣＱＩマッピングテーブル（mapping table）に基づいて、ＣＱＩインデック
スに各伝送ブロックのＳＩＮＲをマップできる（may map）（ブロック６１６）。ＣＱＩ
マッピングテーブルは、Ｌが任意の適切な値であり得る、Ｌ個の考えられる（possible）
ＣＱＩレベルに対するＬ個のエントリ（L entries）を有することができる。各ＣＱＩレ
ベルは、要求されるＳＩＮＲと同様に、伝送ブロックのためのパラメータのセットに関係
し得る。パラメータのセットは、伝送ブロックサイズ、変調スキーム（modulation schem
e）、符号レート（code rate）などを含むことができる。Ｌ個のＣＱＩレベルは、要求さ
れるＳＩＮＲが増加することに関係し得る。各伝送ブロックのために、ＵＥは、その伝送
ブロックの推定されたＳＩＮＲより低い、要求されたＳＩＮＲを備える最も高いＣＱＩレ
ベルを選択できる。各伝送ブロックのためのＣＱＩインデックスは、Ｌ個の考えられるＣ
ＱＩレベルのうちの一つを示すことができる。ＵＥはノードＢにＣＱＩインデックス（in
dices）を送ることができる（ブロック６１８）。ノードＢは、ＵＥから受信されたＣＱ
Ｉインデックスに基づいて、ＵＥに伝送ブロックを送信できる。
【００６５】
　一つの設計では、対称なＯＶＳＦ符号の割当てが用いられ、そして、二つの伝送ブロッ
クに対して、同じ数で同じのセットのＯＶＳＦ符号が使用される。この設計では、ＣＱＩ
マッピングテーブルは、すべてのＣＱＩレベルに対して同じ数のＯＶＳＦ符号が用いられ
るように定義され得る。別の設計では、非対称のＯＶＳＦ符号の割当てが許可され、そし
て、セカンダリ伝送ブロックのためのＯＶＳＦ符号の数は、プライマリ伝送ブロックのた
めのＯＶＳＦ符号の数と異なり得る（例えば、より少ない）。この設計では、ＣＱＩマッ
ピングテーブルは、例えば、最低のＣＱＩレベルの一つ以上のためのより少ないＯＶＳＦ
符号の、異なるＣＱＩレベルに対して異なる数のＯＶＳＦ符号を有し得る。セカンダリ伝
送ブロックは、プライマリ伝送ブロックのために使用されるＯＶＳＦ符号のサブセット（
subset）で送信され得る。
【００６６】
　プリコーディングマトリックスが選択されている場合、ＵＥは、選択されたプリコーデ
ィングマトリックスと並列に送信される二つの伝送ブロックに対する二つのＣＱＩインデ
ックスを別々に決定できる。プリコーディングベクトルが選択されている場合、ＵＥは、
選択されたプリコーディングベクトルで送信される一つの伝送ブロックに対する一つのＣ
ＱＩインデックスを決定できる。ＵＥは、一つの伝送ブロックに対する一つＣＱＩインデ
ックス、又は二つの伝送ブロックに対する二つのＣＱＩインデックスのどちらかを搬送で
きる単一のＣＱＩ値（CQI value）を送信できる。二つの伝送ブロックの場合における、
各ＣＱＩインデックスのための１５のＣＱＩレベルの粒度（granularity）で、合計で１
５×１５＝２２５個のＣＱＩインデックスの組み合わせ（CQI index combinations）が二
つの伝送ブロックに起こり得る（possible）。８ビットが単一のＣＱＩ値のために使用さ
れる場合、２５６－２２５＝３１までのレベルが、一つの伝送ブロックに対するＣＱＩイ
ンデックスに使用され得る。
【００６７】
　一つの設計では、単一のＣＱＩ値は以下のように決定され得る。　
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【数１９】

【００６８】
ここで、ＣＱＩＳは一つの伝送ブロックに対する｛０．．．３０｝の範囲内のＣＱＩイン
デックスであり、ＣＱＩ１はプライマリ伝送ブロックに対する｛０．．．１４｝の範囲内
のＣＱＩインデックスであり、ＣＱＩ２はセカンダリ伝送ブロックに対する｛０．．．１
４｝の範囲内のＣＱＩインデックスであり、そして、ＣＱＩは一つ又は二つの伝送ブロッ
クに対する８ビットのＣＱＩ値である。
【００６９】
　式（７）に示される設計では、０から３０の範囲内のＣＱＩ値は、一つの伝送ブロック
に対するＣＱＩインデックスを搬送するために使用され、そして、３１から２５５の範囲
内のＣＱＩ値は、二つの伝送ブロックに対する二つのＣＱＩインデックスを搬送するため
に使用される。ＵＥはさらに、他の方法で、一つ又は二つの伝送ブロックに対するＣＱＩ
インデックス（index or indices）を単一のＣＱＩ値にマップ（map）できる。
【００７０】
　一つの設計では、ＵＥは、ＰＣＩ情報のための２ビット及びＣＱＩ情報のための８ビッ
トを含むことができるＰＣＩ／ＣＱＩ報告（report）を送信できる。ＰＣＩ情報は、ＵＥ
によって選択されたプリコーディングマトリックス又はベクトルを搬送できる。ＣＱＩ情
報は、式（７）に示されるように算出された一つの８ビットのＣＱＩ値を含むことができ
る。ＰＣＩ／ＣＱＩ報告のための１０ビットは、２０符号ビット（code bits）の暗号用
の言葉（codeword）を得るために、（２０，１０）ブロック符号でチャネル符号化され得
る。ＰＣＩ／ＣＱＩ報告のための２０符号ビットは、図３に「ＣＱＩ」としてラベル付け
された、ＴＴＩの２番目及び３番目のスロット中のＨＳ－ＤＰＣＣＨ上に並べ（spread）
られ、送信され得る。
【００７１】
　ノードＢは、ＵＥからＰＣＩ／ＣＱＩ報告を受信でき、報告されたＣＱＩ値に基づいて
、ＵＥが一つ又は二つの伝送ブロックのいずれを選ぶ（prefer）か、そして選ばれた（pr
eferred）伝送ブロックそれぞれに対するＣＱＩインデックスを決定できる。ノードＢは
、ＵＥによって選ばれた数の伝送ブロック、又はより少数の伝送ブロックを送信できる。
例えば、ＵＥが二個の伝送ブロックを選ぶ場合、ノードＢはＵＥに０個、一個、又は二個
の伝送ブロックを送信できる。
【００７２】
　ＵＥは、ＯＶＳＦ符号の指定された数、Ｍに基づいて取得され得る、ＰＯＶＳＦに基づ
いて各伝送ブロックのＣＱＩインデックスを決定できる。ノードＢは、ＫがＭに等しくも
、等しくなくもなり得る、ＨＳ－ＰＤＳＣＨに利用可能なＫ個のＯＶＳＦ符号を有し得る
。ノードＢは、Ｋ、Ｍ、ＰＯＶＳＦ、及びノードＢで利用可能な　

【数２０】

【００７３】
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に依存する様々な方法でＵＥにデータを送信できる。
【００７４】
　Ｋ＝Ｍの場合、ノードＢは、ＵＥにＰＯＶＳＦ以上で、Ｋ個の利用可能なＯＶＳＦ符号
を備える各伝送ブロックを送信できる。
【００７５】
　Ｋ＜Ｍの場合、一つの設計では、ノードＢは、Ｋ／Ｍ倍に伝送ブロックサイズを縮小で
き、ＵＥにＰＯＶＳＦ以上でＫ個の利用可能なＯＶＳＦ符号を備える、より小さなサイズ
の伝送ブロックを送信できる。例えば、Ｋ＝１０、Ｍ＝１５、及びＵＥによってＳの伝送
ブロックサイズが選択された場合、ノードＢは、ＵＥにＰＯＶＳＦで、１０個のＯＶＳＦ
符号を備える、１０・Ｓ／１５のサイズの伝送ブロックを送信できる。この設計は、同じ
ＰＯＶＳＦがＵＥによるＳＩＮＲ推定とノードＢによるデータ伝送の両方で使用されるた
め、送信された伝送ブロックのＳＩＮＲがＵＥによって推定されたＳＩＮＲと厳密に一致
することを保証できる。別の設計では、ノードＢは、ＰＯＶＳＦをＭ／Ｋ倍に拡大でき、
そして、ＵＥにより高いＰＯＶＳＦで（at the higher POVSF）、サイズＳ以上の伝送ブ
ロックを送信できる。ノードＢは、より高いＰＯＶＳＦを備えるＳＩＮＲにおける改良を
予期でき、適宜、伝送ブロックサイズを選択できる。
【００７６】
　Ｋ＞Ｍの場合、一つの設計では、ノードＢは、Ｋ／Ｍ倍に伝送ブロックサイズを拡大で
き、ＵＥにＰＯＶＳＦ以上で、Ｋ個の利用可能なＯＶＳＦ符号を備える、Ｋ・Ｓ／Ｍより
大きなサイズの伝送ブロックを送信できる。別の設計では、ノードＢは、Ｍ／Ｋ倍にＰＯ

ＶＳＦを縮小でき、その後、ＵＥにより低いＰＯＶＳＦで、サイズＳ以下の伝送ブロック
を送信できる。
【００７７】
　一般に、ノードＢは、ＰＯＶＳＦ以上が各ＯＶＳＦ符号に使用されるように、Ｋ，Ｍ，
　
【数２１】

【００７８】
及びＰＨＳＰＤＳＣＨに基づいて、ＨＳ－ＰＤＳＣＨのために使用するＯＶＳＦ符号の数
を選択できる。ノードＢは、ＰＯＶＳＦ以上でＫ個までの利用可能なＯＶＳＦ符号を備え
る各伝送ブロックを送信できる。ノードＢは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨのために使用されるＯＶ
ＳＦ符号の数、及びＣＱＩを決定するために使用されるＯＶＳＦ符号の指定された数に基
づいて、伝送ブロックサイズを調整できる。
【００７９】
　図７は、ノードＢ（あるいは発信器）によって行なわれる処理７００の設計を示す。チ
ャネライゼーションコード毎に等しいパワー、ＰＯＶＳＦで、指定された数のチャネライ
ゼーションコードに対して、パワーの合計、ＰＨＳＰＤＳＣＨを示すパワー情報が決定さ
れ得る（ブロック７１２）。一つの設計では、パワー情報は、データチャネルに対して指
定された数のチャネライゼーションコードに対するパワーの合計と、パイロットチャネル
のパワー、ＰＣＰＩＣＨとの間のパワーオフセットを含むことができる。指定された数の
チャネライゼーションコードは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨについて１５である、データ伝送に利
用可能な最大数のチャネライゼーションコードであり得る。指定された数のチャネライゼ
ーションコードは、さらにＵＥによって演繹的に知られる、定数のチャネライゼーション
コードであり得る。
【００８０】
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　ブロック７１２の一つの設計では、データチャネルに利用可能なパワー、　
【数２２】

【００８１】
、及びデータチャネルに利用可能なチャネライゼーションコードの数、Ｋは決定され得る
。チャネライゼーションコード毎のパワー、　
【数２３】

【００８２】
は、利用可能なパワー、　
【数２４】

【００８３】
に基づいて、利用可能なチャネライゼーションコードの数のために決定され得る。その後
、データチャネルのパワーの合計、ＰＨＳＰＤＳＣＨは、例えば、式（５）に示されるよ
うに、指定された数のチャネライゼーションコード、及びチャネライゼーションコード毎
のパワー、　

【数２５】

【００８４】
に基づいて、算出され得る。その後、パワーオフセットは、例えば、式（６）に示される
ように、データチャネルのパワーの合計、ＰＨＳＰＤＳＣＨ，及びパイロットチャネルの
パワー、ＰＣＰＩＣＨに基づいて決定され得る。パワー情報に基づいて決定された合計の
パワーＰＨＳＰＤＳＣＨは、利用可能なパワー　
【数２６】

【００８５】
より大きくなり得、又はより小さくなり得る。パワー情報は、例えば、ＲＲＣメッセージ
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の中で、又はいくつかの他の手段を介してＵＥに送信され得る（ブロック７１４）。
【００８６】
　少なくとも一つの伝送ブロックに対する少なくとも一つのＣＱＩインデックスは、チャ
ネライゼーションコード毎のパワー、ＰＯＶＳＦに基づいて、ＵＥによって決定されてい
る、少なくとも一つのＣＱＩインデックスと共に、ＵＥから受信され得る（ブロック７１
６）。少なくとも一つの伝送ブロックは、少なくとも一つの受信されたＣＱＩインデック
スに基づいて、ＵＥに送信され得る（ブロック７１８）。一つの設計では、伝送ブロック
は、ＵＥにチャネライゼーションコード毎のパワー、ＰＯＶＳＦ以上で、指定された数の
チャネライゼーションコードと共に送信され得る。別の設計では、伝送ブロックは、指定
された数のチャネライゼーションコード及び利用可能なチャネライゼーションコードの数
に基づいて調整され得る。その後、伝送ブロックは、ＵＥにチャネライゼーションコード
毎のパワー、ＰＯＶＳＦで、利用可能なチャネライゼーションコードの数と共に送信され
得る。さらに別の設計では、チャネライゼーションコード毎のパワーは、指定された数の
チャネライゼーションコード及び利用可能なチャネライゼーションコードの数に基づいて
調整され得る。その後、伝送ブロックは、ＵＥにチャネライゼーションコード毎の調整さ
れたパワーで、利用可能なチャネライゼーションコードの数と共に送信され得る。
【００８７】
　図８は、ＵＥ（又は受信器）によって行なわれる処理８００の設計を示す。パワー情報
は、例えば、ＲＲＣメッセージの中で、又はいくつかの他の手段（means）を介して、ノ
ードＢから受信され得る（ブロック８１２）。チャネライゼーションコード毎のパワー、
ＰＯＶＳＦは、パワー情報に基づいて、指定された数のチャネライゼーションコードに対
して決定され得る（ブロック８１４）。ブロック８１４の一つの設計では、パワーオフセ
ットはパワー情報から取得され得、データチャネルの受信パワー、ＰＨＳＰＤＳＣＨは、
例えば、式（２）に示されるように、パワーオフセット及びパイロットチャネルの受信パ
ワー、ＰＣＰＩＣＨに基づいて決定され得る。その後、チャネライゼーションコード毎の
パワー、ＰＯＶＳＦは、例えば、式（３）に示されるように、データチャネルの受信パワ
ー、ＰＨＳＰＤＳＣＨ及びチャネライゼーションコードの指定された数に基づいて決定さ
れ得る。
【００８８】
　少なくとも一つの伝送ブロックのための少なくとも一つのＣＱＩインデックスは、チャ
ネライゼーションコード毎のパワーに基づいて決定され得る（ブロック８１６）。ブロッ
ク８１６の一つの設計では、少なくとも一つの伝送ブロックの少なくとも一つのＳＩＮＲ
は、チャネライゼーションコード毎のパワーに基づいて推定され得る。その後、少なくと
も一つの伝送ブロックのための少なくとも一つのＣＱＩインデックスは、少なくとも一つ
のＳＩＮＲに基づいて、決定され得、ノードＢに送信され得る（ブロック８１８）。
【００８９】
　少なくとも一つの伝送ブロックは、ノードＢによって、チャネライゼーションコード毎
のパワー、ＰＯＶＳＦ以上で送信されている伝送ブロック（transport block(s)）と共に
、ノードＢから受信され得る（ブロック８２０）。伝送ブロックは、多くの利用可能なチ
ャネライゼーションコードを介して受信され得、指定された数のチャネライゼーションコ
ード及び利用可能なチャネライゼーションコードの数に基づいて、調整されたサイズを有
し得る。
【００９０】
　明瞭さのために、当該技術はＯＶＳＦ符号を使用するデータ伝送について記述されてい
る。当該技術はさらに、他のタイプのリソースに使用され得る。一般に、ノードＢはリソ
ースエレメント（resource element）毎に等しいパワーで、指定された数のリソースエレ
メントのためのパワーの合計を示すパワー情報を決定できる。指定された数のリソースエ
レメントは、指定された数の副搬送波（subcarriers）、指定された数のチャネライゼー
ションコード、指定された数のタイムスロット、指定された数のデータストリーム、指定
された数の伝送ブロック、指定された数のチャネル、指定された数のアンテナ等に対応で
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きる。ノードＢは、ＵＥにパワー情報を送信し得、該ＵＥにリソースエレメント毎のパワ
ー以上で、一つ以上のリソースエレメントを備えるデータを送信し得る。
【００９１】
　当業者は、情報及び信号が、様々な異なる技術及び技法のいずれかを使用して表わされ
得ることを、理解するであろう。例えば、上記の説明の全体にわたって参照され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、及びチップは、電圧、電流、電磁
波、磁場もしくは磁性粒子（particles）、光場（optical field）もしくは光学粒子、又
はその任意の組み合わせによって表わされ得る。
【００９２】
　当業者は、ここでの開示に関連して記述された、様々な説明のための論理ブロック、モ
ジュール、回路、及びアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、又は両方の組み合わせとして実装され得ることをさらに理解するであろう。ハー
ドウェア及びソフトウェアのこの互換性を明瞭に説明するために、様々な説明のためのコ
ンポーネント、ブロック、モジュール、回路、及びステップは、それらの機能性の観点か
ら、一般に上記に説明されてきた。そのような機能性がハードウェア又はソフトウェアと
して実装されるかどうかは、全体のシステムに課された特定のアプリケーション及び設計
の制約(particular application and design constraints imposed on the overall syst
em)に依存する。熟練した職人は、特定のアプリケーションそれぞれのための様々な方法
において、記述された機能性を実装できるが、そのような実装の決定は、本開示の範囲か
らの逸脱を生じさせるものとして解釈されるべきでない。
【００９３】
　ここでの開示に関連して記載された様々な説明のための論理ブロック、モジュール、及
び回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログ
ラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートもしくはトランジスタロジック、ディスク
リートハードウェアコンポーネント、又はここに記載された機能を実行するために設計さ
れたそれらのいずれかの組み合わせで実装され得、又は実行され得る。汎用プロセッサは
、マイクロプロセッサであってよいが、代替として、プロセッサが任意の従来のプロセッ
サ、コントローラ、マイクロコントローラ、又はステートマシンであってもよい。プロセ
ッサはまた、コンピューティングデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰと、マイクロプ
ロセッサ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連する一つ以上のマイクロプロセ
ッサ、又はいずれの他のそのような構成との組み合わせとして実装され得る。
【００９４】
　ここでの開示に関連して記述された方法又はアルゴリズムのステップは、ハードウェア
で、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで、又はこれら二つの組み合
わせで直接的に具現化され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュ
メモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディ
スク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、又は当技術分野において知られている記憶
媒体のいずれの他の形態に存在する（reside）ことができる。典型的な（exemplary）記
憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み出すことができ、また記憶媒体に情報を
書き込むことができるように、プロセッサに結合される。別の方法では、記憶媒体はプロ
セッサに一体化されてもよい。プロセッサ及び記憶媒体はＡＳＩＣに存在してもよい。Ａ
ＳＩＣはユーザ端末に存在してもよい。別の方法では、プロセッサ及び記憶媒体は、ユー
ザ端末内のディスクリートコンポーネントとして存在してもよい。
【００９５】
　一つ以上の典型的な設計では、記述された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファ
ームウェア、又はそれらのいずれかの組み合わせで実装され得る。ソフトウェアで実装さ
れた場合、機能は、コンピュータ可読媒体上の一つ以上の命令又はコードとして、格納又
は送信され得る。コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の
場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にするあらゆる媒体を含む通信媒体との両
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方を含む。記憶媒体は、汎用又は特別な目的のコンピュータによってアクセスされること
ができる、あらゆる利用可能な媒体であり得る。限定ではなく、一例として、そのような
コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光
ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置もしくは他の磁気記憶デバイス、又は、汎用あ
るいは特別な目的のコンピュータ、もしくは汎用あるいは特別な目的のプロセッサによっ
てアクセスされることができる、命令もしくはデータ構造の形態である所望のプログラム
コード手段を伝送もしくは格納するために利用されることができる、他のあらゆる媒体を
含むことができる。さらに、あらゆる接続はコンピュータ可読媒体と適切に名付けられる
。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジ
タル加入者線（ＤＳＬ）、又は赤外線、無線、及びマイクロ波のような無線技術を使用し
て、ウェブサイト、サーバ、又は他のリモートソース（remote source）から送信される
場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、又は赤外線、無線
、及びマイクロ波のような無線技術は、媒体の定義に含まれる。ここで用いられるディス
ク（disk and disc）は、通常、データを磁気的に再生するディスク（disks）と、一方、
レーザーで光学的にデータを再生するディスク（discs）である、コンパクトディスク（
ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ
）、フロッピー（登録商標）ディスク、及びブルーレイ（登録商標）ディスクを含む。上
記のものの組み合わせもコンピュータ可読媒体の範囲内で含まれるべきである。
【００９６】
　本開示の以上の説明は、あらゆる当業者に本開示を作り、又は使用することができるよ
うに提供されている。本開示に対する様々な修正は、当業者にとって容易に明らかであろ
う、そして、ここに定義された包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱せずに他の実施形
態に適用され得る。したがって、本開示は、ここに記載された例及び設計に限定されるよ
うには意図されておらず、ここに開示された原理及び新規な特徴に整合する最も広い範囲
が与えられるべきである。
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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